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ところが、2011 年 2 月、知り合いに同行を頼まれて行列のできるほど人気のあるシャマ
ン、「ハダ（qada/hada）,人名」を訪れたときの出来事である。 

























































































































































































をめぐる議論を取り上げたことは重要である(煎本 2002：436; 包龍 2007：61-77; サラ












































































































































































































































































































































































第 7 章は本論文をもとに展開した考察と結論に充てられる。 
なお、本論文で使われた一次資料は、中国内モンゴルのホルチン地方（行政上は通遼市）
の 3 つのホショ （ー旗）、主にフレー・ホショ ［ーküriy-e qosiγu/kürei qosuu，庫倫旗］、
ダルハン・ホショー［darüqan qosiγu/darqan qosuu,科尔沁左翼中旗］、ジャロート・ホ
ショー［ǰarud qosiγu/ǰarud qosuu,扎鲁特旗］にて行われた、延べ 13 ヶ月（2006 年 10






















第 2 章 ホルチン地方の歴史、暮らし、宗教生活にみる「伝統と変容」 
 













45°41′、東経 119°15′～123°43′の間にあり、総面積は 59，535 平方キロであり、南























通遼市の総人口（2010 年 調査時現在）は約 310 万人で、このうち、モンゴル人の人口
が全体の 46％で、内モンゴル全体でモンゴル人が一番多く居住している地域でもある。調




旗の中心」 と呼ばれる人口 10 万人から 50万人くらいの町がある。たとえば、フレー・ホ






























でもある。そして、何より遼国の地として知られる（巴・苏和  2010:2）。 
ホルチン・モンゴル人の先祖はチンギス・ハーンの弟の「ハブト・ハサル（qabütu 
qasar/qabt hasar），人名] とされている。中世モンゴル語で弓のことを「ホルマサガ・








































                            
5ウリヤンハイは、アルタイ系民族集団の一つであり、ハルハ・モンゴルの西北部で住んでいた。後金に
入ってからは、3 つに分かれた。 











ある（王・满特嘎ほか 1998:205）。元朝没後の 1470 年に、「ダヤン・ハーン(dayan 
qaγan/dayin qaan),人名」8がモンゴルの諸アイマグを統一した際、ウリヤンハイもこれ

















9アルタン・ハーン (1507 年 - 1582 年）は、内モンゴル高原の西半分に遊牧するモンゴル右翼 3 万戸の 
最有力指導者となった。チベット方面に進出した際、仏教に帰依している。1578 年に青海の迎華寺で、3 
世ダライ・ラマを面会した。このため、モンゴルでチベット仏教が広まり、アルタンの孫は 4 世ダライ・ 
ラマとなっている(王・满特嘎 1998:25－27)。  


















ャロート・ホショーは、北元の時代、ハルハの 12 の領地の一つで、ダヤン・ハーンの 5
男の領地であった。のちに、ジャロート・アイマグが大興安嶺を超えて遼河の畔を遊牧す
るようになった（王・满特嘎ほか 1998:521-522））が、チャハルの「リンダン・ハーン
（ligden qaγan/ligden qaan）,人名」12の勢力に押されてホルチンにつく。1628 年には、
後金の統治下に入った。清朝が改めて行政区分を制定したときには、ジャロートの 2 つの
ホショーは、一つの行政地区である「ジョオダのチゴルガン（ǰou uda-yin čiγulγan/ ǰou 
udin čuγlaan）,現在の赤峰市」13となった（王・满特嘎ほか 1998:524）。 
1911 年に清朝が崩壊し、中華民国が成立したが、それにより、ハルハ・モンゴルは独立
し、モンゴル国を成立させた。このとき、ハルハ・モンゴルはホルチンを含めた東モンゴ










































教を学んだ。そして、わずか 16 才の若さでホショーの要職に就き、20 代には清王朝の中













































改革が始まってから 1990 年代になるまでのわずか 10年間のあいだに、人民公社の解体
時に各家庭に分け与えた数頭の家畜は十倍以上となり、特に、裕福な家庭の家畜数は数百
頭に上った。また、現金作物のトウモロコシは数千斤から万単位といった収穫を収めるよ

































































































(čaγan ongγun/ čaγan ongen)の漢語訳は「白い墓」に、チャガン・ソロンゴス(čaγan 
solonγus/ čaγan solonges)の漢語訳は「白い朝鮮」に、チャガン・オロス(čaγan 









































































































































































































に上がっていった。現在では近い親族や親しい付き合いの場合は 500 元から 1000 元に、一








































































































































































る。フレー・ホショーの興源寺付属の僧侶の学校は 2009 年から開設されたが、2010 年の調査








は有名な山があるが、そこに新しく大小 13 のオボー（obu-γa/oboo）26を建てた。 
そして、歴史的にフレー・ホショーの政治と宗教のトップであったラマがいたとされる興源











































































































事例 2-3 ホボグタイ・ボーと活仏との戦いから 
ホルチン・シャマンの父なるホボグタイ28には 3 つの神力のある道具があった。1 つ目が赤い
太鼓で、ホボグタイはその太鼓に乗るとテングリ、この世、あの世を自由に行き来できたとい
う（写真 2-6）。2 つ目が 64 のリボンのついた衣装で、そのリボンが翼の役割を果たし、その
衣装を着ると飛ぶことができたという（写真 2-7）。3 つ目が腰につける 18 枚の銅鏡である（写
真 2-8）。それは彼を危険から守る機能を果たしてしていたという。ホボグタイは活佛と７年間
























































































事例 2-7  シャマンの遺体処理を任される （ダーワ 2007 年 8月） 





























































事例 2-11  文化大革命のとき弾圧を受けて死んだシャマンの娘の追憶（60 代の女性 









                            



































例えば、2006 年の 10 月 31 日に行われたニーマが主催した「ダバー・ダバハ（dabaγ-a 
dabaqu/dabaa dabaq），通過儀礼」31儀礼に参加した弟子の人数は 123 人にのぼった。これは、




女の弟子の人数は 2007 年の時点で 35 人であったのが、2011 年には 97 人になり、大幅に増加
している。ニーマのもう 1人の有力な弟子のアルタは 2007 年から弟子の受け入れを始めた。
2007 年は 3 人の弟子を受け入れていたが、2011 年には 14 人となり、後の場合も増加傾向にあ









大革命が終わった時点から 2008 年に彼が他界するまで、彼は 6人の弟子しか受け入れなかっ
た。彼の弟子のオドンはダーワに断られた人を受け入れていた。彼女はシャマンになってから
わずか 5 年間（2007 年の時点）で 39 人の弟子を受け入れた。後に彼女は内モンゴルの他の地
域に移住したため、継続的な調査は出来なかった。 
また、個別事例ではあるが、シャマンのトヤの話によると、彼女の出身村の人口が 2000 人
以上で、19 人のシャマンがいるという。つまり、シャマンが 100 人中 1 人という高い割合で
存在していることになる。 
さらに、2010 年からダルハン・ホショーでは弟子の受け入れを積極的に行い、成功してい


























少なかったと考えられる（図 2-3 ）。 
 2007 年に、筆者もフレー・ホショーの Y高校において 100 名の高校 2 年生の生徒に対し
て宗教意識に関するアンケート調査を実施した。図 2-4 のアンケートの分析結果からみる
と、シャマンを信頼する家族がいる生徒は 100 名中 36 名である。シャマンを自ら信頼する
生徒は 100 名中 14 名だが、家族のなかに信頼する者がいないのに自らは信頼している生徒
が 8 名いる。そして、仏教を信じる家族がいる生徒の 29 名中 22 名の家族がシャマンも信
じると答えている。 
 このことからも、現在、現地の人々の宗教生活のなかで、ホルチン・シャマニズムがチ



















2010 年と 2011 年の 2 回にわたって 3 日間ずつダライを訪れ、依頼対処を中心に調査を






もう 1 人の有名なシャマンであるハダの場合は、5 年前からシャマンとして活動し始め
たが、その人気は衰えることをしらず、朝の 5 時から玄関で待っている依頼者がいるほど
であり、昼食を取らずにずっと依頼対処をして終わるのが夕方の 5 時ぐらいになっていた。
2010年と 2011年の 2回にわたって、それぞれ 3日間ずつハダの依頼対処の調査を行った。






















































































































































1800 のベーリがあり、それを管理するのは 6 人の師匠である。この 6 人の師匠の住むベーリの
名前は、それぞれアル・サンド（aru sanduu/ar sanduu）、ウブル・サンド（öbür sanduu/ 
öbür sanduu）、ナランサランテ（naransantai/narensarentei）、白雪山、アルタン・ベー
リ（altan bayiri/alten bayir）、スーセ（sousei/süsei）である。ホルチン・シャマンの


































































































                            





































トランスの特徴にまつわる伝説は数多く伝わっている。その 1 つである「1 万のオンゴド
の伝説」を紹介する。オンゴドとはシトゲンのことである。 
 
事例 3-1 1 万のオンゴドの伝説 















































































































































































































                            













































































(2-10)アルタ「では、9 月の何日かを教えてくださるかしら、手元にないものがあったら前も  





ていた酒を跪きながら捧げる。男の子（シトゲン）は連続して 8 杯飲み干す］ 
 





(2-14)アルタ「シトゲンの恩に感謝申し上げる。帰られるとき、フルグの身体をゆっくり置い      
























事例 3-3 憑依霊との交渉が難航 




















































































(3-11)ニーマ「シトゲンの怒りを真剣に受け止めるから、今日はこの辺でお別れしよう。他の    































































マンの専門用語ではトランスの状態を表す言葉にもなっている。ジャバルは 1 分目から 10分
目まであり、実際に 10 分目に入ったらシャマンが死んでしまう危険性を伴うので、通常一か



































































事例 3-4名を明かす儀礼のやり直し（2010 年 8 月） 
 チムゲは 40 代のシャマンの候補者である。チムゲは 5 年もの修業の過程を経て、シトゲン
の名を明かす儀礼を迎えた。チムゲはそれまでには 3 人もの師匠のもとで修業を行い、他にも



























事例 3-5 シャマンはシトゲンとの約束を守るべき（2010 年 9月） 














































ゲンと相談することはなかった。月日は流れ、2011 年の 2 月になった。 
 






































































































































事例 3-7 ニーマによる治療儀礼グリム（2006 年 11月 2 日） 
 
儀礼が実施される理由 































































ないように助けを求める歌を捧げる。この儀礼の歌が 1 時間以上つづく。 
⑧夜の 8 時半を過ぎた頃、弟子のアルタが洗面器をニーマの前に置き、三角形のジョリグをそ















































































































①近くの市場でハダグ 2 枚と、お菓子や果物、お茶などを合わせて 24 種類購入し、野の花 
を 3 種類集める。 
②ダーワの指導のもと、全員で草１本ずつ丁寧に綿を薄く巻き、バターランプの芯をつくる。   
108 本作り、2 束に分けて、54 本ずつビール瓶に挿す。 
③ドルジは自宅の林から白樺と白樺の枝を 9 本ずつ伐採してくる。ダーワが木や枝に傷がない   
かを確認する。 
                            


































⑩斗の周りに果物やお菓子、野の花を 27 皿並べる。 
⑪斗の東側に 9 つの銀のおちょこを南北方向に並べる。 
⑫その手前にバタのバターランプを置く。 
⑬バターランプの前に粉末のお香を箱に入れて置く。その側にお茶を湯のみにいっぱい入れて














































































































































































ダバー・ダバハ儀礼には、ホス・ダバー・ダバハ（qous dabaγ-a dabaqu/qus dabaa dabeh）
儀礼とイスン・ダバー・ダバハ（yisün dabaγ-a dabaqu/yisn dabaa dabaqu）儀礼という






























を両手でもって、地面から離し、頭を南と北に向けてそれぞれ 3 回揺らす。ニーマは南に 
頭を向けて横たわっているヒツジの右側にたち、ヒツジの首を片足で踏み、太鼓を手に取り、
呪文を口の中で唱えながら、頭から尻尾へとヒツジの上を 3回太鼓を往復させながらたたく、














































加者たちも一列に並んで 2 回ずつ踏んで、火花を散らして行く。 
⑲最後の段階は熱した焼きごてを噛むことである。ニーマが率先して 2 回噛む。その後にニ










 今回のホス・ダバ ・ーダバハ儀礼では、①「イリン・ダバ （ーyir-un dabaγ-a/yirindabaa）
刃物の刃の部分を踏む儀礼」、通常押し切りの刃が用いられる）、②「ホション・ダバー
(qosiγun dabaγ-a/qosuun dabaa),熱した犂を踏む儀礼」、③「イルリン・ダバ （ーileür-un 





















































み、基本的に旧暦の 7 月から 9月にかけて大型の儀礼を行うことが多い。ロスの場合は白



























































































































































































































































































































































































































事例 4-4 殺人事件の真犯人であるイタチの霊の話から 
 2007 年 7 月のある日、ナラのところで住みこみ調査を行っていた筆者は、今なお信じられな
いほど衝撃的な出来事に出遭う。夕日が沈んで時刻が 6 時を過ぎ、ナラの弟子たちがトランス
による修業を始めようとしていたところである。 




































































事件は 2007 年の 7 月の上旬に起こったことで、依頼者の夫が隣に住む 20 代の若い母を

















































事例 4-5  チムゲのシトゲン認証の繰り返し 

















事例 4-6  シトゲン認証はある程度でやめるべき （2007 年 7月） 
ゴワによると、2006年に彼女はすでにシャマンとして活動して 4年になっていた。ゴワのシ
























































































































































































(9-12)ハス「彼女は 2 人の息子がいるが、もう１人幼くして両親を亡くした実家の弟の面倒を  
見てきた。養子みたいなものだね。」 
 






(9-14)ハダ「あなたも分かったか、シトゲンが言うには、シトゲンの降りたのが彼女を助ける      














































[アルタは左手の 5 本の指を数えながら、何か霊的な世界の言葉で声を高めて訴える] 
 







































































(9-36)ハダ「ちょっと遠いね、でも、仕方がないことだから、旧暦 9 月 9 日の間に家に来たら  
連れていく。師匠のところで堂を立ててもってから、彼女自宅にもっていけばよ  













事例 4-10 動物霊のイニシエーション（2010 年 9 月 9 日） 








































































(10-15)ハダ「蟐家の 7、胡家と黄家を合わせて 15 だから、全部で 30 かな。」 
 
































































































































































































































































































































































































































































































































事例 5-5 採石場を開く女性の依頼 
2010 年 8月 4日の午前。ハダは自宅の簡素な仏壇の前で依頼に応じる。シャマンのハダ
と依頼者との対話には、ホルチン・モンゴル方言と漢語が混合している。仏壇の上には、
線香の灰が溢れかかっている香炉が置かれてあり、ハダは 12 本の線香を取り出し、3列に
並べて差した。後ろの一列には 3 本ずつを 2組に分けて、一列に並べて差した。その前の















































(5-15)ハダ「35 歳？30 何歳？」 
 













































































（5-40)依頼者「鉱に通じる道の右側に 2 つ、3 つ、そう、その道を挟んで 2 つか 3 つあったよ 































































































































































して山積みにし、そのとなりに 1 万枚の紙銭を焼いてください。10 束ということ






































































さらに、図 5-1 は依頼対処で活躍する 6 名のシャマンのそれぞれ 3日間の依頼対処の様
































図 5-2 に示されるように、依頼者は 10 代から 80 代までの幅広い年齢層の人々である。






60 代、70 代、80 代の人々は、中華人民共和国の建国以前あるいは、建国当初に生まれた












































つまり、図 5-4 にも示されるように、女性依頼者が全体の 3 分の 2を占めているのに対
し、男性依頼者が 3分の 1と、男女の格差が大きい（図 5-4）。それが依頼行為の積極さに














































はそれからも 5 分ぐらい沈黙を続け、鏡を見続ける］ 
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ジル・オルフ [ǰil oruqu/ ǰil oruh]：生まれた干支の節目ごとに(12 歳・25歳・37 歳・ 
49歳・61歳・73 歳・85 歳)厄年を乗り越えるための祝い事をする慣習がる。年を重ね 
























チャギン・ウンギン・シトゲン[čaγ-un inungin ünge-yin sitügen]：時代背景に適応し
て現れた憑依霊である。ここではとくに、キツネ・イタチなどの動物霊をさす。 





























































































































































図 2-4 Y 高校の生徒に対する宗教意識調査図：筆者作成 
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図 2-5 依頼の種類および依頼内容：筆者作成 
 
図 4-1 シャマンの師弟間ネットワーク再編成図：筆者作成 
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   図 5-3 依頼者の職業比率：筆者作成 
 
 
   
図 5-4 依頼者の民族割合：筆者作成 
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表 5-1 依頼内容と対処方法の整理表 出典：筆者作成 






























































③供物は、酒一本、煙草一つ、線香 5 束、蝋燭 5
本、紙の元宝千両、バターなどの乳製品④順番は
紙を焼く、その次に蝋燭を点し、供物を並べる、
最後に 5 色の紙を焼いてその日で体を清める。 
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表 5-2 依頼内容と対処方法の整理表 出典：筆者作成 





















































写真 2-1 鉄条網の中で牧畜を営む牧民の家   
  
写真 2-2 盛んな商業用のトウモロコシ栽培   
 
写真 2-3 伝統的な作法で作る乳製品 
 243 
 
写真 2-4 活仏を一目見るために集まる人々  
      
写真 2-5 復興するオボ祭り 
           
写真 2-6 太鼓（でんでん太鼓） 
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写真 2-7 アラグ・デール（衣装）とドーラグ（帽子） 
 
     
写真 2-8 ボーの銅のトリ 
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写真 2-9 チベット仏教の活仏の像が並ぶシャマンの祭壇 
 
        




写真 3-2 ドラ 
  
       
写真 3-3 護法神ダムジンプルブ 
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写真 3-4 シャマンのお札のサヤグ 
     
写真 3-5 グリム儀礼用のジョリグとイリガのセット   
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写真 3-6 テングリ祭りの一幕    
 
                 
 
写真 3-7 シャマンの儀礼用のヤギの犠牲 
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写真 3-8 テングリに献上するシュース 
 
       
写真 3-9 ヒツジの心臓の中のオンゴド 
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写真 3-10 モンゴル在来の牧畜の神様ジーヤーチ夫婦 
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